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「なみの高原やすらぎ交流館」

波野のすばらしい自然・文化・農業を楽しく体験できる施設です。

市民の皆さんもぜひ、ご利用ください。

教室にベット？畳？

　なみの高原やすらぎ交流館は、都市と農村の交

流による地域の活性化を目指すため、平成１１年

に閉校した旧波野村立小池野小学校を増改築し、

平成１４年にオープンした宿泊研修施設です。

　場所は、道の駅波野から大分方面へ車で３分、

国道５７号の小地野交差点を曲がってすぐにあり

ます。

　やすらぎ交流館内は、木がふんだんに用いられ

たバリアフリー構造で、教室や理科室が宿泊室に、

音楽室が研修室になっているほか、学校の雰囲気

を残す為、卒業記念品、歴代卒業生の写真が飾ら

れており、利用者からは「木のぬくもりが嬉しい」

「小学校時代を思い出し、懐かしい」と喜ばれて

います。

　野外炊飯棟・東屋・炭窯、木工室、野鳥観察室
など敷地内の施設も充実。幼児連れの家族グルー
プの旅行、子ども会のキャンプ・日帰りレクレー
ション・バーベキュー等にご利用できます。
　また、運動場、コインランドリーもあります。
阿蘇市波野グラウンドに隣接しているので、ス
ポーツ・文化合宿等様々な用途でご利用いただけ
ます。

▲県産材をふんだんに使った、木の温もりいっぱいの
屋内運動場。老人クラブの活動にも利用されています。

▲宿泊室（２０名収容×４部屋）
　元は教室だった部屋にベットが８人分あり、畳に
　布団を引けば２０人宿泊できます。
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　近年では、市の委託を受け、波野への移住を希望する方と地

域をつなぐ仕組みを作るための調査事業や、都市農村交流によ

る地域づくり事業、波野の特産品である野菜を使った加工品開

発にも取り組み、地域活性化を促進する役割も担っています。

　今後も、地域の方々のご協力を得ながら、様々な体験・交流

事業や活性化事業に取り組んでいく「なみの高原やすらぎ交流

館」。いろんな発見

がありそうです。夏

休み、ご家族やグル

ープで遊びに行かれ

てはいかがでしょうか。

　「こんな体験をし

てみたい！」「こん

な使い方出来るのか

な？」などのご意見

ご質問もどしどしお

寄せ下さい。宿泊料

金など詳しくは、ホームページにも紹介しています。http://www.aso-yasuragi.com「やすらぎ

交流館」で検索。問い合わせ先　なみの高原やすらぎ交流館　　２３-０５５５

「なみの高原自然学校」

「そば打ち・手作りピザ」

などの食育体験

▲食育ワークショップの様子
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楢木野さん指導によるキャベツ植え付け楢木野さん指導によるキャベツ植え付け

ロープで木に登る
「ツリークライミング」
ロープで木に登る
「ツリークライミング」

　波野高原の自然・文化・農林

業といった地域資源を活かした

体験・交流事業を、地元の皆様

の協力をいただきながら「なみ

の高原自然学校」事業として実

施しています。

　都市部から訪れる団体には、「そば打ち・手作りピザ」などの食育

体験、「キャベツの植え付け」などの農業体験、「枝打ち・炭焼き」な

どの林業体験、「竹炭ペンダントづくり」「間伐材を使ったお土産つくり」

などのクラフト体験、「荻岳の

自然・文化を学ぶエコツアー」

などの自然体験が好評です。阿

蘇市内の子ども会や、大学や企

業などの大人の研修団体にも、

よく利用されています。

　また、都市部からの子ども達

だけではなく、地元の子ども達

にも、ふるさとのすばらしさに

気づいてもらうため、波野地区

の子ども会、公民館など地域の協力を得ながら、ロープで木

に登る「ツリークライミング」や「ドングリの植樹・植え付

け」を通した森を学ぶ体験、伝統行事を学ぶ「どんどや体験」

や夏に波野を訪れる外国のお兄さんお姉さんと交流する「国

際交流キャンプ」を実施しています。

地域活性化への取り組みを住民の方々と展開
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